
政治のしくみを分かりやすく理解する

政治のはたらきと
私たちのくらし

　この数年特に顕著な日本の社会環境の変化は、子ども達にも何らかの思いを抱かせているはずです。彼
らが「自分の周りはなぜ変わってきたのだろう、これからどうなるのだろう」と考えるときの拠り所のひとつは、
『政治』についての知識です。
　この作品では実写やイラストを豊富に使用し、具体例を挙げながら『政治』のしくみや
はたらきを分かりやすく紹介します。私たちのくらしは『政治』によって決められ、守られて
いること、そしてなにより『政治』は私たちが参加することで成り立つのだということが実
感できることでしょう。

監修  館 潤二  （筑波大学附属中学校 副校長）

DVD　全3巻
価格：各巻17,850円 （税抜17,000円）

COLOR／STEREO
収録時間：各巻 約27～29分

　「
政
治
っ
て
何
？
」「
憲
法
と
は
？
」と
聞

か
れ
て
、明
確
に
答
え
ら
れ
る
生
徒
は
ど
の

ぐ
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
公
民
的
分
野
の
学
習
に
お

い
て
、こ
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
問
い
は
投

げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、政
治
単
元
の
授

業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。こ
れ
で
政
治
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
や

憲
法
を
理
解
し
た
と
、は
た
し
て
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。

　
地
方
や
国
の
政
治
は
、私
た
ち
の
く
ら

し
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。道
路

や
交
通
網
、税
金
や
福
祉
な
ど
、朝
起
き

て
か
ら
寝
る
ま
で
、地
方
や
国
の
政
治
と
の

関
わ
り
な
し
で
、私
た
ち
の
く
ら
し
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。そ
し
て
、憲
法
は
と
い
う
と
、

私
た
ち
一
人
一
人
を
尊
重
す
る
政
治
の
あ
り

方
を
定
め
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

　
本
教
材
は
、こ
の
基
本
的
な
問
い
を
核

に
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
く
ら
し
と
政
治
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、法
の

意
義
と
日
本
国
憲
法
、日
本
の
民
主
政
治

の
し
く
み
と
は
た
ら
き
、地
方
自
治
と
選

挙
の
し
く
み
、裁
判
員
制
度
を
含
む
裁
判

の
し
く
み
と
は
た
ら
き
な
ど
を
学
習
し
、憲

法
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
法
や
政
治
の

は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、私
た
ち
の
生
活
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、こ
の
民
主
政
治

を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
私
た
ち
自
身
で
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
憲
法
の
基
本
原
理
で
あ
る「
個
人
の
尊

重
」の
考
え
方
を
中
心
と
し
た
政
治
単
元

全
体
の
構
造
化
を
図
る
と
と
も
に
、民
主

政
治
の
基
本
と
な
る「
自
治
」の
考
え
方

を
強
調
し
て
お
り
、新
し
い
学
習
指
導
要

領
で
打
ち
出
さ
れ
た
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
や
概
念
の
習
得
、社
会
参
画
に
関
す

る
学
習
の
充
実
な
ど
に
対
し
て
も
寄
与
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
導
入
に
、そ
し
て
授
業
の
ま
と

め
に
、本
教
材
を
大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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「
自
治
」の
精
神
を

　
　
　は
ぐ
く
む
た
め
に

第1巻  個人の尊重と日本国憲法
第2巻  民主政治と政治参加
第3巻  法にもとづく公正な裁判



個人の尊重と日本国憲法

民主政治と政治参加

法にもとづく公正な裁判

この巻では、「個人の尊重」について考えることから、日頃遠い存在のように思える憲法について、そして法にもとづく政治についての理解を促します。年齢・

性別・文化・障がいの有無などの違いを認め合い、互いを尊重することによって、みんなが安心して暮らせる社会が存在しているということ、「個人の尊重」の上

に成り立つ民主主義において、「みんなで決めて良いこと、決めてはならないこと」があるということを、身近な例によって明らかにしていきます。また、民主政

治のしくみの基本である「三権分立」、長年の人類の英知によって築き上げられた「憲法の三原則」などを、図やイラストを用いて分かりやすく解説します。

●日本社会の考え方の基本とは  ●個人の尊重とは  ●社会のあり方は誰が決めるのか  ●みんなで決めて良いこと、みんな
で決めてはならないこと  ●法にもとづく政治  ●憲法の制定と民主政治の確立  ●日本国憲法の三原則

第1巻

この巻では、私たちのくらしと政治とのつながりを実感させながら、国の政治、地方の政治のしくみを学んでいきます。国の政治については、唯一の立

法機関である国会、行政権を執行する内閣のしくみやはたらきを、実際の国会の様子や、写真・イラストを活用して解説しています。また、間接民主制、政

党政治についても説明を加えました。そのうえで、国民が自らの代表者を選ぶ選挙のしくみ、１票の格差、投票率の問題などに触れることで、国民の政治参

加の基本が選挙であることに気付かせるよう工夫しています。地方の政治については、首長や議会の役割を分かりやすく解説するとともに、住民投票など

について見ていきます。民主政治は私たち「国民」が参加し、ともにつくっていくものなのだという認識をより深めることができます。

●民主政治とは  ●私たちのくらしと政治  ●国の政治―国会のしくみ  ●国の政治―内閣のしくみ  ●国の政治―選挙の
しくみ  ●地方公共団体のはたらきとしくみ

第2巻

この巻では、裁判所のしくみとはたらきを中心に、日本の司法制度について解説していきます。裁判所の種類、三審制のしくみについて説明するととも

に、裁判のモデルケースを見せることで、刑事裁判と民事裁判の違いを明確に理解できるようにしました。刑事裁判では、その手続きの流れ、被告人の権

利、そして2009年から新たに導入された「裁判員制度」を、民事裁判では、その手続きの流れを解説します。また、行政裁判についての説明も加えました。

さらに、裁判官の身分保障など司法権の独立、違憲立法審査権（法令審査権）、国民審査や弾劾裁判所などについて詳しく見ていきます。最後にシリーズ

のまとめとして、三権相互の関係、日本の民主政治は日本国憲法の下に成り立っていること、そしてその中心には国民の存在があることを確認しています。

政治を私たちのくらしに直結する身近なものとして考え、常に向きあっていく必要性を訴えます。

●司法権とは  ●裁判のしくみ  ●刑事裁判―審理  ●裁判員制度  ●民事裁判  ●司法の独立  ●政治のはたらきと私たちのくらし

第3巻

協
力 

（
順
不
同
）

政治のはたらきと私たちのくらし
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